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冬休み「こども教室」開催！令和３年度

チューリップの球根を植えました
松峯神社で初日の出

令和３年松峯神社で初日の出

豊和保育所にテレビを寄贈

みんエネ14号機『ロンハーマン匝瑳支店』
みんエネ15号機『CANADA GOOSE SOLAR POWER PLANT』

新しい「村つくり基金」協力事業者のご紹介



冬休み「こども教室」開催！
夏休みに続き、冬休みも「こども教室」を行いました。
１２月２４日～１月５日までの間で
年末年始を除いた平日の７日間と短い期間でしたが、
延べ４４人のこども達が参加しました。
寒い日が続きましたが、こども達は
「宿題の時間」（約１時間）が終わると
元気に外に出て走りまわり、遊んでいました。

２９日には熱田先生（市内野手在住）の指導で
しめ縄（リーフ型）作りという貴重な体験をし、
正月には凧をつくりみんなで凧上げをしました。

歌手の石野ゆうこさんの「歌と朗読会」という
楽しい時間もありました。短い期間でしたが、
こどもたちはたくさんの体験と
楽しい毎日を送っていました。

令和
３年度 



　「ロンハーマン匝瑳支店」…でもショップ
ではありません。ロサンゼルス発祥の人気ブ
ランドショップ「ロンハーマン」の協力でで
きた市民エネルギーちばのソーラーシェアリ
ング発電設備です。開畑のメイン通りの南側
にお洒落な看板と一緒に建っています。
ショップだと勘違いして買い物にやってきた
人がいたとか、いなかったとか……。

　世界的に Re100 が進んでいる中、最も環境負
荷の少ないソーラーシェアリングに注目した、地
球環境や地域を大切にし持続可能な社会をめざし
ているダウンジャケットメーカーのカナダの企業
「カナダグース」とのコラボで設置されました。
発電した電気はそこの店舗で使われています。
　おしゃれな看板も設置され、記念撮影スポット
にもなっています。

豊和保育所にテレビを寄贈

みんエネ14号機『ロンハーマン匝瑳支店』

みんエネ15号機『CANADA GOOSE SOLAR POWER PLANT』

新しい「村つくり基金」協力事業者のご紹介 市民エネルギーちばの新しい発電設備です。

　豊和保育所のテレビが古く（ブラウン管でした！）、画
面も小さく見づらいことから新しいテレビの要望があり、
４台寄贈しました。これまでよりも画面も大きくなった
ので、こども達も喜んでいました。

チューリップの球根を
植えました

　１２月５日、飯塚開畑環境保全会と一緒
にチューリップの球根植えをしました。今
年で３回目ですが、参加者は約３０人。お
父さんやお母さんと一緒にこどもたちも楽
しそうに植えていました。今年の球根の数
は、昨年よりも多い１万８０００個程。４
月には色とりどりのたくさんのチュープが
咲き誇ると思います。
　今年は、期間中、臨時の駐車場も準備し
ますので、ぜひ見に来てください。

　飯塚にある松峯神社は初日の穴場です。かなり以前から地元
の方を中心に５０人以上の人が初日を見にきます。飯塚谷地区
の人たちは、ここで初詣をし、初日を見て、新年の挨拶をして
います。
　干潟八万石と云われる広大な田圃を見渡す高台にあり、初日
はその田圃を染めながら上がってきます。神社の木々の間から
見る初日も見事です。みなさんも、一度見に来ませんか？松峯神社で初日の出



豊和にかよってきた人

倉田 爽さん
く ら た さやか

触れていると、お金がないとまともな暮らしがで
きないとか、身なりをきれいにしておかなきゃい
けないとか、都会で顕著な消費社会的な価値観が
どうでもよくなり、ただありのまま、単純に生き
て死ぬことが許されるように感じられるのが、心
地よいのだと思います。
　夜の帰り道、遠くまで続く満天の星を見上げな
がら家まで自転車を漕いでいく時間がとっても好
きです。

●船橋市から匝瑳市内へ移住を決めたことについて
　船橋市は東京のベッドタウンで、住宅地ばかり
で身近に自然がなかったので、子どもの頃から自
然いっぱいの地域で暮らすことがひとつの夢でし
た。
　田んぼに通っていて移住者の知り合いが多くい
たことや、空き家を修繕してなるべく安く家を借
り、写真集制作の費用を貯めるという目的が大き
なきっかけではありましたが、長年の望みも一緒
に叶い、うれしいです。

●これからやってみたいこと
　人物の写真を撮りたいなと思っています。
　人が自然の中で暮らす様子や、ポートレートな
ど、練習と作品作りを兼ねてモデルになってくだ
さる方がいらっしゃいましたらご連絡いただける
とうれしいです。（主に女性を募集しています）

●プロフィール
倉田　爽 :千葉県船橋市生まれ。2017年から匝瑳市の
田んぼに通い始め、2020 年に引っ越してきました。
大学卒業後、商業カメラマンのアシスタントとして 3
年勤め、現在は介護の仕事をしながら写真集の制作を
しています。

2021 年の稲刈り。土が深く水が抜け
づらいエリアでしたが、田んぼ仲間と
協力しながら収穫をしました。

今回は大寺のSosa Project の田んぼ体験をきっかけとして
2020年に千葉県船橋市から匝瑳市内に移住した倉田 爽さんに伺いました。

●豊和に来た（知った）きっかけは？
　大学時代に髙坂勝さんの講義を聞き、田舎での
暮らしぶりや半農半 X という生き方に感銘を受け、
自分でもお米の自給をしてみたいと思い、匝瑳市
の Sosa Projekt の田んぼに通いはじめました。

●豊和に来た時の印象は？
　空が広くて自然が豊かで、星がきれい。となり
のトトロの世界にやってきたような気持になりま
した。

●昨年（２０２１年）の田んぼはいかがでしたか？
　昨年は土が深く水が抜けづらいエリアでもあり、
畦の管理や稲刈りなど、例年より少し工夫が必要
で、やっていることは同じ田んぼの作業でも、そ
こで教わったことや考えついたことなど、自分の
中で方法の幅が広がったように思いました。

●豊和にかよって、良かったことや
　自分自身に気づいたことはありますか？
　週末に田んぼに通っていた時も、移住してきた
今も、都会から匝瑳市に帰ってくる時、緑に囲ま
れて心がとてもほっとします。
　生きもののどんな姿も受け容れてくれる自然に

アドレス : mumuriku@post.email.ne.jp
HP: http://sogankyo.net/
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私の撮った写真を
Web サイトで

ぜひ観てくださいね！
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